


























































Where can we find exoticism in this age of globalization?     Can you stand for a wired ethnic stereotype of yourself? 
Actually there are plenty of ethnic stereotypes in films,video clips,TV programs,CM and so on.   This paper discusses 
on different cultural images in recent films and video clips.  Firstly we look on exotic images in video clips from 
80's(Duran Duran,Clash,Men at Work,Petshop Boys) to 90's (Madonna,U2) and recent (Beck).  Secondly we analyze 
absurdity,daydream and nightmare in video clips (Massive Attack,Tricky,Sonic Youth,Chemical Brothers,Petshop 
Boys,Square Pusher,Bjork and Madonna).  Thirdly we observe Japanese images in Sofia Coppola's film <<Lost in 
Translation>> (2003) and Peter Greenaway's film <<8 1/2 Women>> (1999).  We find a kind of Japonisme images in 
these clips and films.  However they can convey a new view on ourselves.
キーワード：覚文化、ビデオクリップ、旅行、文化表象、日本イメージ

































































































































































































































































































































　ペットショップ・ボーイズの「I don't know what 





































図15　ペットショップ・ボーイズ、「I don't know 
what you want but I can't give it any 
more」、1999年、近未来の制服
図16　スクエアプッシャー、「カモン・マイ・セレ
クター」、1998年、脳交換中
図17　ビョーク、「コクーン」，2001年、赤い糸
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赤い糸を吐き、最後は全身が赤い繭に包まれる。画
面全体は白と黒のモノクロームで、生き物のように
動く赤い糸は、光沢があり樹脂のように見えるが、
ときには血を思わせる。統一された色彩は日本的な
粋を漂わせている。表情豊かに歌うビョークと曲調
が、西洋人の演じる蝶々夫人を連想させる。
　マドンナの「ナッシング・リアリ ・ーマター」（1999
年）は、畳敷きの室内が舞台である21。はじめマド
ンナは黒の着物に黒髪を垂らし、眉を塗りつぶした
化粧で、包みを抱いて立つ。白衣の東洋人の子ども
たちが身体を左右に揺すりながら列を作って入って
くる。縁なしのゴーグルをつけているため、表情が
良く見えない。赤い着物のマドンナが、腰を強く前
後に振るダンスを始め（図18）、白衣の子どもたち
がブレイクダンスをする。松明を回す半裸の男性や、
空中を漂う白衣の子どもなど、中国と日本が混在し
ている。黒衣のマドンナが座敷の中心に合掌して立
ち、白い着物の少女たちが周囲で舞う。日本の花魁
と禿のようでもあるが、構図は聖母か聖女像に近い。
畳の上で抜き襟にした女性が、うなじに白粉を塗り、
脚を崩して横座りしている。こうしたなまめかしい
所作とは対照的に、ダンスは脚を使うので衣装に無
理がある。「レイン」で見せた洗練とはかなり落差
があるように思われる。東洋イメージとダンスが調
和せず、終始同じような場所で展開したために、幻
想が中途半端である。
　ミルウェイズの「ディスコ・サイエンス」（1999年）
は、柔道着に髷を結った主人公が、大奥風の日本髪
女性たちに攻撃される。懐から飛びだす光線が、ビー
トに合わせて主人公を打つ。カンフーや光る日本刀
で反撃するが、女性たちによってあやとりのように
手足を拘束され、痛めつけられる（図19）。後半は
室内で多数の女性たちにいたぶられ、入り乱れる身
体が金色に光りながら融解する。派手に様式化され
た日本的アクションは映画『スターウォーズ』を連
想させる。冒頭と最後に横たわる男性のCG画像が
現れるので、すべてを男性の見た夢と解釈すること
もできる。大奥のイメージは現代の日本人にとって
も遠い過去であり、ファンタジーとして消費されて
きた。大奥を支配する唯一の男性が、ひどく痛めつ
けられる展開は単なる皮肉にとどまらない。もはや
異文化の枠組みに置かれたファンタジーを、安全な
立場から享受する態度自体が無効になっていること
を示している。
　ビデオクリップに描かれた幻想は、映像効果によ
るささやかな驚き（トリッキー）から信じがたい悪
夢（ミルウェイズ）まで実にさまざまであった。い
ずれも理解しがたい未知の状況を、異文化の表象を
用いて具現化していた。ただしそれらは観光や旅で
遭遇する異文化に比べ、現実からの乖離が明白であ
る。それは単純に空想を膨らませただけではなく、
自身と異質な事象が、自身は帰属し得ない場で生じ
ていることを確実にする。ミルウェイズはこの前提
を逆手にとって、ファンタジーを裏返してしまっ
た。私たちは日本の表象を見るとき、欧米人とは違
う視点にたつと意識している。クリップの細部が実
際の習慣や約束事と異なるかどうかにひどく敏感で
ある。しかし過去の日本文化をそれほど理解してい
るわけではない。他者の目から見た自国文化の姿に
全く興味がないわけでもない。次に近年の娯楽映画
図18　マドンナ、「ナッシング・リアリ ・ーマター」、
1999年
図19　 ミルウェイズ、「ディスコ・サイエンス」、
1999年、拘禁
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旅するクリップ－映像時代の異国趣味をめぐって
に現れた日本の表象を眺めてみよう。
３　映像における現代日本の表象
　近年公開された映画に、現在の日本を脚色せずに
とらえた作品が増加してきたように思われる。日本
映画が海外でも公開され、来日する観光客も少なく
ない。ソフィア・コッポラ監督の『ロスト・イン・
トランスレーション』（2003年）は、CM出演のため
に来日した中年アメリカ人俳優と、カメラマンの夫
に同行してきた若い女性が、東京のホテルで出会う
物語である22。俳優はいまや落ち目なので、日本の
仕事を引き受けた。女性は一流大学で修士号を取得
してライターを希望するが、プライドに阻まれ、実
際には何もしていない。本稿で注目するのは、この
映画がとらえた東京の風景である。特に夜景は印象
的である。大小さまざまなネオンが一斉に自己主張
しているようで、整備された欧米の街並みとの差異
を際だたせている（図20）。他にゲームセンターの
音と照明、ここまで極彩色な画面があるのかと思わ
せるテレビのトーク番組、大勢の人が行き交う繁華
街やスクランブル交差点などがあげられるだろう。
しかし高層ビルの林立する都心やレインボー・ブ
リッジなど、東京のスタイリッシュな姿も十分に捉
えている。スクリーンに展開するモダンな景観と、
言語が通じないために陥る宙ぶらりんの状況がミス
マッチでありながら、居心地は良さそうである。京
都旅行の場面に平安神宮の池などが美しく撮影され
ているが、機能的な新幹線の快適さもアピールして
いる。日本は音楽、自動車、街並み高速道路など、
アメリカを熱心に模倣してきた。映画は欧米に似て
いるけれど同じではない日本の姿を切り取ってい
る。この作品はソフィア・コッポラ自身が東京に滞
在した経験がヒントになっているという。最初に紹
介したベックの「ガール」と共通する視点の作品で
ある。
　ピーター・グリーナウェイ監督の『８1/2の女た
ち』（1999年）はジュネーブと京都を舞台にしている。
妻を失った銀行家を元気づけるために、息子が女性
たちを集めてハーレムを作る物語である23。この映
画に登場する日本のイメージを整理すると、相撲中
継、女形、和服で日本髪の女性という伝統的なもの
と、パチンコ、地震という現代的なものに大別され
る。相撲や歌舞伎は海外で巡業や公演が行われてお
り、日本イメージとしてはよく知られた部類であろ
う24。歌舞伎鑑賞はやや高級で、映画では京都を訪
れた父子が女形の舞踊を鑑賞した。そこで和装の女
性ミオに出会う（第２チャプタ）。ミオはジュネー
ブの邸宅に連れてこられるが、言葉を覚えず、和装
のままである（図21　第３チャプタ）。女形しか見
ようとしないので、父子は女形に扮して歓心を買お
うとするが、かえってミオの精神の均衡を崩してし
まう（チャプタ４）。そして庭の池で着物姿の水死
体で発見される（チャプタ５）。それはよく知られ
たオフェリアのクリシェである。このミオという存
在は、映画というフィクションの枠組みにおいても
かなり異質である。他の日本女性が現実的に描かれ
ているので、ミオは過去の幻のようだ。その姿は、
「スライ」のニコレットと重なりあう。
　現実的な日本イメージの中心は、パチンコである。
まずタイトルおよびスタッフロールの背景がパチン
コ店のネオンやパチンコ、スロットの画面である。
そこから父子が京都のパチンコ会社を買収する場面
が始まる（チャプタ１）。その店で息子はパチンコ
依存症で自己破産した女シマトと知り合う（チャプ
図20　『ロスト・イン・トランスレーション』、2003
年、東京の夜景
図21　『８ 1/2の女たち』、）1999年）チャプタ3、　
　　　ミオ
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タ２、図22）。最後にシマトは父子に反旗を翻し、
京都のパチンコ店を譲渡させる（チャプタ５）。パ
チンコは極めて現代日本らしい表象であるが、海外
の映画作品には今まであまり登場しなかったように
思われる。玉や機械の音と派手に点滅する電飾は、
熱気と孤独のいずれをも強めていく。
　この映画で重要な鍵となるのは地震である。グ
リーナウェイは来日するたびに地震に遭い、日本を
表象するモティーフとして使用したと語っている。
チャプタ1では、京都のホテルで地震が起こり、停
電の後復旧する。父子はなれない体験に驚き、パニッ
クに陥る。やがて息子は地震をコントロールする力
を身につけ、かなり強い揺れを鎮めることができた
（チャプタ２）。しかし終盤、日本でさらに大きな
地震が起こり、路地で塀が倒壊し、自転車に乗った
秘書兼通訳のキトが亡くなってしまう。そして映画
の終わりに、ジュネーブの屋敷を地震が襲う（チャ
プタ５）。地震はほんの少しの揺れでもホテルの壁
や天井が崩れるなど誇張して描かれているが、1995
年の阪神大震災の記憶からも、このような表現が用
いられたのであろう。
　２つの映画は、ともに現代日本を知る監督による
ものであるが、グリーナウェイの場合は、日本を西
欧とは異質の表象でとらえようとする傾向が強い。
彼の作品は、原則として結末にカタストロフが用意
されており、今回は地震による邸宅の崩壊である。
その前提として、日本が舞台に選ばれたように思わ
れる。グリーナウェイが用いた日本のイメージは、
伝統的表象と現代的表象のいずれも、本稿で見てき
たビデオクリップと同様に、幻想の世界を作りだし
ている。そこには監督自身の日本体験がほとんど反
映されないであろう。ショットの大半は室内で、人
物に焦点を当てている。邸宅の室内は奥行きが明
確であるが、日本の室内はホテルの洋室であっても
奥行きが浅いように見える。グリーナウェイは表現
の基盤を西洋近世絵画に置き、それは題材がどんな
ものであっても揺らぐことがないことがうかがわれ
た。
おわりに
　
　国際交流や異文化理解は現代社会に生きるために
不可欠であると提唱され始めてから、かなり時間が
たつ。その間、交通や通信が発達し、グローバル化
とともに異文化に接する機会が格段に増えた。かつ
て互いを知れば親しく交流できると単純に考えられ
た。現在、互いをよく知ると相手の視線にも意識が
向けられ、その中に自身の像を見いだす機会が増え
た。本稿において日本を題材にしたクリップや映画
の分析は、欧米の人たちが私たちに対して抱くイ
メージを読み取る試みであった。奇想天外な映像は
私たちをからかっているとは限らない。ミルウェイ
ズの大奥はクーデターを経て悪夢と化し、マドンナ
やビョークが演じた過去の類型は、現在の意識に存
続している。自己のアイデンティティを求めて「和」
を探求すると、良く似た表象に行き着くだろう。特
にビョーク作品は日本人アートディレクター石岡瑛
子の作品である。同時にマーク・ロマネックやソフィ
ア・コッポラがとらえた日本のクリエイティブな成
果は、私たちが今以上に心に留め、誇りとすべきも
のであろう。近代化によって過去と断ち切られなが
ら、文化的アイデンティティを江戸時代以前に求め
ることは次第に無理を生じているのではないだろう
か。劣等感とその裏にある優越感の呪縛を絶ち、曇
りのない目で日本のイメージを見つめるべきであろ
う。
１　2005年春、フランスで放映されていたフォルク
スワーゲン社のCM。平均的な日本人家族が同
社の自動車に満足する姿が日本語音声と字幕で
示された。 
２　クーラ・シェーカー「タットヴァ」と「ゴヴィ
ンダ」（いずれも1996年）は歌詞にサンスクリッ
ト語やヒンズー語のマントラが使われ、ビデオ
図22　同、パチンコ店
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旅するクリップ－映像時代の異国趣味をめぐって
クリップではインド人ダンサーや歌手が楽曲の
担い手として競演している。『クーラ・シェー
カー／ザ・ベスト・オブ・クーラ・シェーカー』、
ソニー、2002年、DVD、第２曲、第４曲。
３　『ベック/グエロ』、ゲフィン、2005年、DVD、
第３曲。
４　DVD『デュラン・デュラン／グレイテスト』、
東芝EMI、2003年、ディスク２、第７曲。
５　『グレイテスト』、ディスク１、第５曲。
６　DVD『ステファン・セドナウィ／ベスト・セレ
クション』、アスミック、2005年,（DVD）、第
14曲及びインタビュー。
７　DVD『ペットショップ・ボ－イズ／ Pop Art』、
東芝EMI、2003年、第12曲。監督エリック・ワ
トソン。
８　『DVD MAX 80's』、ソニー、2001年、第３曲。
80年代初頭にイン・エクセスなどオーストラ
リア勢の台頭を象徴するヒット曲。
９　『DVD MAX 80's』、第４曲。
10　DVD『マドンナ／ベストヒットコレクション　
93‒99』、ワーナー、1999年、第３曲、監督マーク・
ロマネック。同クリップは以下にも収録。DVD
『マーク・ロマネック／ベストセレクション』、
アスミック、2005、第21曲。映像及び監督のコ
メント。
11　拙稿、まなざしの転位　̶̶視覚文化における
見る者と見られる者の関係をめぐって̶̶」、
『富山大学教育学部紀要』、第58号、241～251頁、
特に242～277頁。
12　『グレイテスト』、ディスク１、第４曲。
13　同DVD、ディスク１、第８曲。この時期、デュ
ラン・デュランは映画並みの予算規模でクリッ
プを制作した。1984年に宇宙船が登場する「ワ
イルド・ボーイズ」、そして1985年には007シ
リーズ主題歌「美しき獲物たち」でエッフェル
塔を舞台にしたスパイアクションを演じた。同
DVD、ディスク1、第11曲、第12曲。
14　『セドナウィ』、第11曲。
15　『セドナウィ』、第2曲。
16　『ロマネック』、第19曲。映像とコメント（ロマ
ネック、キム・ゴードン）。
17　DVD『ケミカル・ブラザーズ　シングル 
93-03』、東芝EMI,2003年、第10曲、監督クリス・
ミルク。
18　『Pop Art』、第33曲、監督ペドロ・ロムハニール。
19　DVD『クリス・カニンガム／ベスト・セレクショ
ン』、アスミック、2004年、第６曲。
20　DVD『ビョーク/ヴォリューメン』、ユニバーサ
ル、2003年、第19曲、監督　石岡瑛子。
21　『マドンナ93‒98』、第13曲、監督ヨハン・ランク。
22　DVD『ロスト・イン・トランスレーション』、
東北新社、2003年、監督ソフィア・コッポラ。
23　DVD『８ 1/2の女たち』、ポニーキャニオン、
1999年、監督ピーター・グリーナウェイ。
24　映画『オースティン・パワーズ　ゴールドメン
バー』（2002年）は、日本を舞台に荒唐無稽な
相撲が登場する。（DVD、ポニ ・ーキャニオン、
2006年）。デュラン・デュラン、「グラビアの美
少女」（1982年）のビデオクリップ：『グレイテ
スト』、ディスク１－第２曲、監督ゴドリー～
クレイム。
（2006年５月22日受付）
（2006年６月28日受理）
